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明治唱歌幼稚の曲第 1集・第 2集（明治 21～22年）大和田建樹・奥好義編
幼稚園唱歌（明治 25年）A. L. ハウ撰
保育遊戯唱歌集（明治 26年）白井規矩郎編輯
クリスマス唱歌（明治 27年）A. L. ハウ撰
































































































No. 曲名 発表年 No. 曲名 発表年
1 ぶんぶんぶん 1887 34 小さい秋みつけた 1955
2 みずあそび 1901 35 線路はつづくよどこまでも 1955
3 お正月 1901 36 ミッキーマウスマーチ 1955
4 はるがきた 1910 37 すうじのうた 1955
5 ゆき 1911 38 サッちゃん 1959
6 かたつむり 1911 39 大きな栗の木の下で 1959
7 どんぐりころころ 1921 40 トマト 1960
8 しゃぼんだま 1922 41 おなかのへるうた 1960
9 夕やけこやけ 1923 42 アイスクリームの歌 1960
10 こいのぼり 1931 43 いぬのおまわりさん 1960
11 まめまき 1932 44 動物園へ行こう 1961
12 チューリップ 1932 45 コンコンクシャンのうた 1961
13 もみじ 1936 46 おもいでのアルバム 1961
14 まつぼっくり 1936 47 あめふりくまのこ 1962
15 うれしいひなまつり 1936 48 おはなしゆびさん 1962
16 やぎさんゆうびん 1939 49 とんでったバナナ 1962
17 ドレミの歌 1940 50 アイアイ 1962
18 たきび 1941 51 山のワルツ 1963
19 たなばたさま 1941 52 おはながわらった 1963
20 こぎつね 1947 53 小さな世界 1963
21 やまのおんがくか 1948 54 手のひらを太陽に 1963
22 とんぼのめがね 1949 55 まっかな秋 1963
23 おつかいありさん 1950 56 おもちゃのチャチャチャ 1963
24 こおろぎ 1951 57 おばけなんてないさ 1964
25 かわいいかくれんぼ 1951 58 一年生になったら 1965
26 めだかのがっこう 1951 59 あわてんぼうのサンタクロース 1966
27 大きなたいこ 1952 60 バスごっこ 1968
28 手をたたきましょう 1952 61 げんこつ山のたぬきさん 1970
29 ぞうさん 1953 62 森のくまさん 1972
30 あひるのぎょうれつ 1953 63 南の島のハメハメハ大王 1976
31 ことりのうた 1954 64 アンパンマンのマーチ 1988
32 ふしぎなポケット 1954 65 さんぽ 1988
























































課題 2と課題 3の分析では SPSS 15.0 J 統計パ
ッケージを使用した。
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は 3拍子ではなく 2拍子か 4拍子にあてはまり
やすいことを考えると、この頃の歌を幼児が歌
うことは難しく、幼児の発達に即したものでは
なかったことが容易に想像できる。それに比し
て明治中期以降の幼児唱歌では、四七抜き長音
階、最高音が 2点ホ以上でない、弱起でない、
拍子が 3/4、3/8、6/8以外の項目で有意性がみ
られた。先行研究2）で述べられている、明治の
幼児唱歌は、中期・後期となるにつれて、「幼
児の能力や特性に適合した歌いやすい唱歌教材
へと変化していった」12）と同様の結果が、分析
対象曲や時期区分を変えた本分析での、明治
20年頃と明治中期以降の幼児唱歌の比較にお
いても認められた。明治 20年頃と明治中期以
降の幼児唱歌、現在の幼児の歌の 3群での比較
においては、明治中期以降の幼児唱歌と現在の
幼児の歌で「最高音が 2点ホより上」「弱起」
「3/4、3/8、6/8」の項目で同様に負の有意性を
示し、明治 20年頃の幼児唱歌と比較すると、
幼児にとって歌いやすくなっていると思われる
が、四七抜き長音階の使用については、現在の
幼児の歌では有意性がみられず、明治中期以降
の幼児唱歌の特徴と言える。また「ぴょんこ
節」のリズムは、明治中期以降、現在の歌まで
引き継がれているリズムであることがここでは
示唆されたが、このリズムは伝統的なわらべう
たにも多くみられる13）ことから、より長期的な
範囲での考察も必要であろう。今回は、明治時
代から大正、昭和を越えて現在の幼児の歌を比
較したが、大正、昭和においてつくられた幼児
の歌も比較する変数として加えることによっ
て、音楽的特徴の変化の道程がより明らかにな
ると思われる。
註
註１）唱歌の名称は、明治 5年の学制以来の教科
名であり、狭義には官製の唱歌集所載の唱
歌に限って使用されたりするが、一般的に
は戦前までにつくられた主として教育用の
歌全体が唱歌と呼ばれる傾向にある（文献
9）。このことから本研究では創作された時
明治の 2つの時期の幼児唱歌と現在の幼児の歌における音楽的特徴の統計的検討 41
代により、明治時代の、幼児を対象につく
られた歌を幼児唱歌、戦後から現在に至る、
幼児を対象につくられた歌を現在の幼児の
歌と呼ぶ。
註２）歌詞のみ書かれている。
註３）分析対象曲には、曲の途中での拍子の変化
や転調のあるものはなかった。また四七抜
き長音階で「該当」と入力するものは完全
に四七抜き長音階の曲とした。
註４）http : //aoki2.si.gunma-u.ac.jp/R/qt2.html3
文献
１）山住正己（1967）唱歌教育成立過程の研究，
東京大学出版会，p.112.
２）三村真弓（1996）明治期幼稚園唱歌教育にお
ける唱歌教材に関する研究－教材の形態的側
面の検討を中心に－，（広島大学教科教育学
会）教科教育学研究，11, 27-36.
３）同上，p.28.
４）岩口摂子（2000）現代子どもの歌の研究（1）
－その二重構造におけるハーモニーの比較分
析－，宮城学院女子大学・同短期大学附属幼
児教育研究所研究年報，9, 11-25.
５）岩口摂子（2001）現代子どもの歌の研究（2）
－その二重構造における旋律の比較分析－，
宮城学院女子大学発達科学研究，1, 53-70.
６）岩口摂子（2002）現代子どもの歌の研究（3）
－その二重構造におけるリズムの比較分析－
宮城学院女子大学発達科学研究，2, 39-51.
７）岩口摂子（2008）定着化した保育歌唱教材に
おける歌詞の特徴について，教育実践学研究，
10-1, 21-30.
８）全国保母養成協議会専門委員会（1995）基礎
技能・保育実習に関する研究，保母養成資料
集 第 14号
９）嶋田由美（2009）明治後半期「唱歌調」とは
何か－その構造的特殊性と生成に至る教育的
背景－，音楽教育学第 39巻第 1号，pp.1-12.
１０）奥中康人（2008）国家と音楽－伊澤修二がめ
ざした日本の近代－，春秋社，pp.142-146.
１１）千葉優子（2007）ドレミを選んだ日本人，音
楽之友社，p.73, pp.108-109.
１２）前掲 2, p.27.
１３）前掲 11, pp.110-111.
42 岩口摂子
